ビジョンの実現
ここ数週間、長老たちと私は、神が私たちにお与えくださった、私たちが1997年に抱いているビジョン、すなわちそのようなビジョンを、皆さんに提示してきました。そして、今日私が述べようとしていることに備えるために、これらの発表の詳細をいくつか振り返りたいと思います。まず第一に、ここチョクトーで私たちには二つの主な目標があると申し上げました。つまり、ここチョクトーの教会としての二つの主な目標です。二つの主な目標です。
私たちの最初の主な目標は、個人的なものでした。私たち一人ひとりが持つべき個人的な目標、それは救いです。テモテへの手紙Ⅰ2章4節で、パウロは、神が望んでおられるのは、すべての人がキリストを知る知識に至り、救われることだと言っています。もし誰かが「では、神は何を望んでおられると思いますか」と尋ねたなら、神が望んでおられるのは、一人ひとりが救われることです。
ですから、それは私たち一人ひとりが1997年に持つべき個人的な目標です。最終的に私たちが滅びるなら、私たちが持っているものも、私たちが行うことも、何の意味もありません。つまり、もし私たちが天国に行かず、地獄で永遠に苦しまなければならないのなら、私たちがこの地上にいる短い時間の間に行ったことは、何の役に立つのでしょうか。ですから、今年、私たち一人ひとりは、自分が語るすべてのことと行うすべてのことを、それが最終的に私たち個人の救いに及ぼす影響に照らして測らなければなりません。これは私の個人的な救いにどのような影響を及ぼすでしょうか。
これは、今年、私たちがしばしば自分自身に問いかけるべき質問です。ですから、私は個人的に、この部屋にいるすべての人、そしてあなたがたが愛するすべての人が救われることを願っています。救われた人となり、クリスチャンとなることです。そしてもちろん、一人ひとりがイエス・キリストは神の御子であると信じないかぎり、これは起こりません。この講堂にいる一人ひとりが、キリストに対する自分の信仰を公に告白する用意ができていることです。
一人ひとりが悔い改め、罪の道や習慣を変えることを望むことです。そして、この講堂にいる一人ひとりが、水に浸される、すなわち罪の赦しのためにイエス・キリストの名によってバプテスマを受けることです。これらのことがなされて初めて、私は救われた者である、と言うことができます。これが、ここチョクトーで私たちが持っている、最初で最も重要な個人的目標、すなわち救われることです。第二の目標は、2つしかありませんが、集団としての会衆の目標でした。
そして、私たちがグループとして持っている目標は、一言でまとめることができます。それは、備えです。教会としての私たちの目標は、備えができていることです。パウロは、第一テサロニケ5章6節で、私たちは、そうです、慎み深くあり、目を覚ましており、備えているべきだと教えています。新約聖書は、キリストがいつ来られるのか私たちは知らないということを、絶えず思い起こさせます。死において主が私たちを迎えに来られるのがいつなのか、私たちは知りません。また、世の終わりに主が来られるのがいつなのかも知りません。
私たちはこれらのことを知りません。だからこそ、キリストの来臨に備えていなければなりません。教会における奉仕の目的は、教会のかしらであるイエス・キリストの再臨に備えて、キリストのからだを保つことです。ですから、ここで私たちが行う教え、礼拝、活動のすべては、この究極の目的を念頭に置いています。私たちが行うすべてのことの究極の目的は、聖徒たちを備えた状態に保つことです。
あなたを鋭敏に保つためです。あなたを備えられた状態に保つためです。それは、あなたの個人的な生活における主の来臨のため、または世の終わりにおける主の来臨のために、あなたが備えられているようにするためです。私たちが行っていることを行う理由は、そこにあります。私たちを備えられた状態に保ってください。
さて、これらは個人の救いと備えという二つの主な目標でした。もちろん、目標を説明するだけでは十分ではありません。目標に到達するためには、何らかの戦略、方法、手段が必要です。ご存じのように、まず目的を定め、それからそこに到達するための何らかの戦略を立てます。そして先週、私たちの目的に到達し、それを維持するために行う必要がある3つのことについて述べました。
そして、今それらをもう一度繰り返す価値があると思います。救われ、備えができているためには、まず第一に教会を、失礼、教会をキリスト中心、聖書中心に保たなければなりませんでした。救われ、備えができていたいなら、キリストを中心とし、キリストの御言葉に焦点を合わせなければなりません。そして、聖書中心の説教と教え、また聖書中心の意思決定、聖書中心の行動、聖書中心の個人的な学び、そして個人的な行動によって、これを行うのだと述べました。そうすれば、私たちはキリストに焦点を合わせ、キリストの御言葉に焦点を合わせ続けることができます。
私たちを救われた状態に保ち、備えを整えておくための第二の戦略は、新約聖書の教えと模範に従って教会を組織し、機能させることでした。救われたいなら、備えを整えておきたいなら、私たちは新約聖書における教会の働き方のように機能しなければなりません。以前にも何度もお話ししましたが、新約聖書には、教会がどのように組織され、どのように運営されるべきかについての情報と指示が含まれています。ご存じのように、多くの教会や宗教団体には善意があります。しかし残念なことに、新約聖書の設計図を無視してきました。
ここには設計図があります。教会をどのように組織し、どのように機能させるかについての計画がここにあります。そして、多くの宗教団体はその計画を無視してきました。彼らは自分たち自身の計画、自分たち自身の設計図、自分たち自身の組織を作り上げました。そして、宗教史、教会史、特にこの国の歴史を学んだことがあるなら、教会の組織について聖書に示された計画に従わない人々は、通常、異端へと逸脱していくことが分かるでしょう。
言い換えれば、偽りの教理へとそれていくのです。あるいは、彼らは役に立たなくなります。統計を読めば、教会がどんどん、どんどん、どんどん縮小していることが分かります。キリストの教会ではありません。他の教会です。そしてまた、分裂のために崩壊していきます。
そして主な理由は、彼らが新約聖書においてイエス・キリストによって定められた型に従って、自分たちを組織していないからです。さて、私が何度も述べてきたように、新約聖書によれば、教会には5つの奉仕の分野があります。教育、伝道、交わり、奉仕、そして礼拝です。これらの分野には、執事、説教者、教師が仕え、キリストの指示に従って各分野が効果的に機能していることを確かめます。そして教会全体は、長老と呼ばれる一団の男性によって牧会され、また監督されます。これらの男性が選ばれるのは、彼らの霊的成熟と良い生活のゆえであり、教会がその目標に到達しようと努める中で、会衆を導き、守るためです。
さて、教会がこのように組織され、機能しているなら、それはキリストのために魂を勝ち取ることにおいて効果を発揮し、またキリストの来臨に備えた状態を保ちます。要点がお分かりですか。私たちが組織され、新約聖書がそうあるべきだと述べているように機能しているなら、私たちは魂を勝ち取り、魂を救うことにおいて効果を発揮します。また、キリストの再臨に備えた状態を保つことにおいても効果を発揮します。だからこそ、私たちはこのような仕方で活動しなければならないのです。
だからこそ、私はこの特定の主題についてこれほど多く教えているのです。新約聖書の型に従って教会を造り、維持するために、教会として私たちが払う努力こそが、私たちを緊張感をもって歩ませ、キリストの再臨に備えた状態に保つものです。イエスが来られるとき、イエスはご自分の御言葉の中で設計された教会を探されます。人間によって設計された教会ではありません。ですから、私たちがキリストの設計された教会であることを確実にしたいのです。
そして第三に、私たちが個人的に救われ、キリストの再臨に備えることを望むなら、私たちがしなければならない第三のことは、教会内、そしてもちろん私たちの兄弟姉妹の間で一致を保つことです。さて、救いを確かなものとし、備えを保つために私たちがしなければならない二つのことを、すでにお話ししました。ご存じのように、私たちはキリストと聖書を中心としなければなりません。私たちは新約聖書の教会でなければなりません。これらは、備えを整え、救われるために私たちがしなければならないことです。
そして、私たちが救われ、備えられるために、避けなければならないことが一つあります。それは、分裂や、争い、競争を避けなければならないということです。ご存じのように、集団を滅ぼす最も早い方法は、その集団を分裂させることです。そして、その集団が分裂によって破壊されると、個人を破壊することは非常に容易になります。怒りに満ちた言葉を一つ一つ覚えておきなさい。
あらゆる噂話を覚えておきなさい。あらゆる批判を覚えておきなさい。一人の人に対する隠れた憤り一つ一つが、教会全体の破壊に加担します。私たちはそのことを覚えておく必要があります。ですから基本的に、私は1997年の私たちの目標と戦略を見直し、確認しました。もう一度、さらにもう一度、それらを心に刻み込んでください。
目標の第一は、イエスが私たちを迎えに来られるまで、救いを得て保ち続けることです。戦略としては、キリスト、聖書、そして教会に焦点を合わせ、また一致を保つことによって、これを達成します。簡単に聞こえますね。10分で説明できそうに聞こえますが、実行するのは決して簡単ではありません。では。
計画、つまり全体像を理解したところで、今年、私たちが戦略を実行に移すために試みる具体的な方法をいくつか説明したいと思います。言い換えれば、そうですね、わかりました。私は救われたいと思っています。それは良いことです。そして、教会が新約聖書の教会であってほしいと思っています。
はい、私もそれに同意します。問題は、どうすればキリストに焦点を合わせられるのかということです。どうすればよいのでしょうか。そして、どうすれば備えができるのでしょうか。どうすればよいのでしょうか。
では、どのように分裂を避ければよいのでしょうか。つまり、具体的にどのようにそれらのことを行えばよいのでしょうか。実行すべきことをいくつか挙げてください。そして今朝、私は皆さんに実行すべきことをいくつかお伝えしたいと思います。私はこれを、ビジョンを実現することと呼んでいます。
それは簡単ではありませんが、ビジョンを説明するのは簡単です。しかし、300人が一人ひとり実際にどのようにしてそのビジョンに到達するのかを説明するのは、まったく別のことです。なぜなら、私たちは皆、何かをしなければならないからです。さて、このビジョンを実現するための第一歩は、これは私、つまり私という一人の人間に関わることだと認識することです。私、マイケル・マッツァロンゴのことではありません。
私、私、ほら、ジョー、ビル、ジャニス、ローズマリー、ベティ。ここにはベティという人はいないと思います。つまり、私がこれからすることです。説教者がするのを私が見ているということではありません。以前にも言いましたが、教会は観客スポーツではありません。
教会が行うことで、私は週報でそれについて読むことになる、というようなものではありません。では、それについてはどうでしょうか。ねえ、これはどうでしょう。ほら、教会がこのことを行っています。いえいえ。
このビジョンを実現するためには、一人ひとりが実際にこれらの目標の達成に貢献しなければなりません。それは私自身が行うことでもあります。教会は一人のメンバーずつ成長していくのです。今朝、私のポップコーン理論を皆さんにお話ししたいと思います。有名なポップコーン理論です。
まあ、少なくとも私にとっては、それほど有名ではないかもしれません。ポップコーンについて考えてみてください。私は、ポップコーンがあのような容器に入っていた時代を覚えているくらいの年齢です。パイ皿のようなものだったのを覚えています。厚紙のふたが付いていて、小さな針金の取っ手があり、炎の上にかざして持たなければなりませんでした。
そして、そのものが、ほら、成長しました。楽しかったですね。そうではありませんでしたか？そのものが成長するのを見るのは、まるで魔法のようでした。今では電子レンジですが、考え方は同じです。
考え方は同じです。つまり、ほんの少しの粒しか弾けていなければ、それはポップコーンとは言いません。そうでしょう？ その袋を電子レンジに入れて、音を聞きます。そして、ポン、ポン、ポンとしか音がしないうちに電子レンジを止めて取り出したら、どうなるでしょうか。弾けた粒が2、3個しかない、粒だらけのボウルになるでしょう。
ポップコーンではないですよね？ ポップコーンになる可能性はありますし、1:000ドル相当の橋の損傷をあなたに引き起こす可能性もあります。しかし、すべての粒が弾けるまではポップコーンではありません。だからポップコーンと呼ばれるのです。そうでなければ、単に硬いトウモロコシと呼びます。
さて、教会はポップコーンのようなものです。ほんの数人の信徒だけが弾けているなら、それは生き生きとして活力に満ちているとは言えません。私は、ある信徒が教会の働きに関わり、その信徒が忠実であり、その信徒が献げ、その信徒が心からキリストに仕え、その信徒が霊的に燃えているとき、その信徒は弾けているのだと考えます。ほんの数人の弾けたクリスチャンしかいない、大佐で満員の講堂は、キリストの教会ではありません。新約聖書の教会とは、すべての信徒が弾けている教会です。
私が言っていることが分かりますか。ですから、私たちの目標は、この教会の一人一人の会員が1997年にpoppedされることです。そこで、私たちの目標を達成するために戦略を始動させるため、今朝私が提案していること、私たちができることは、一人一人がpoppedされるために行わなければならないことです。それは、個人の救いという私たちの個人的な目標だけでなく、キリストが来られる日に備えるという私たちの共同の目標をも確実にするためです。では、1番です。
第一の戦略は、聖書中心、そしてキリスト中心であることです。私たちはどのようにそれを行うのでしょうか。そうですね、礼拝の回数を増やすことはできなくはありませんが、賢明だとは思いません。つまり、「よし、キリスト中心になろう。火曜日の夜、水曜日の夜、木曜日の夜、金曜日の夜、そして日曜日に礼拝しよう」ということです。
日曜日に3回です。それは素晴らしいことですが、少し現実的ではないでしょうね。人々は働き、いろいろな用事があります。私たちにはすでにかなり忙しい予定があります。水曜日の夜、日曜日の朝、日曜日の夜にここに来るだけでも、かなり大変です。
ですから、集まる回数を増やし、私たちを聖書中心に保つだけではうまくいかないと思います。しかし、私たちにできることが一つあります。それは、一人ひとりが祈りと聖書の学び、聖書を読むことにおいて主と過ごす時間を増やすことです。それなら私たちにもできます。言い換えれば、個人的に聖書を読み、学び、黙想し、祈ることが、私たちをキリストの近くに保ち、キリストの御言葉に心を向け続ける最も確かな方法です。私たちが一人ひとり、毎日、神の御言葉を学んだり読んだりすることに自分自身を委ねるとき、私たちの生活に多くのことが起こります。
私たちが定期的に聖書を読むと、次のようなことが起こります。これは単に本から学んだことではなく、私自身の経験からお伝えしています。私たちが定期的に聖書を読み、それを学び、祈りをもって思い巡らすと、知識において成長します。今、モーターを分解する方法についての知識が増えるということではありません。それには別のことをしなければなりません。私が言っているのは、神の御言葉についての知識において成長するということです。
私たちは神とのより強い関係も築きます。私たちは、良心がより鋭くなり、良心がよりよく機能することを理解します。そして、誘惑に抵抗することがよりよくできるようになり、それによって助けられるすべてのことにおいてもそうなります。聖書をより多く読むと、私たちの祈りの生活は豊かになり、より効果的になります。そして、不安の度合いは下がり、平安の度合いは上がります。また、私たちの信仰は強められ、他の人々に自分の信仰を分かち合うための備えが、よりよく整えられます。
さて、これらすべての益があるので、ここチョクトーでは、いわゆる通常聖書朗読プログラムから始めたいと思います。RBR、通常の聖書朗読者です。さて、これは新しい考えではありません。皆さんは、「ああ、それは古いものだ」と言うでしょう。新しい考えではありませんが、私たちの取り組み方は少し違ったものになると思います。
ほら、以前はデイリー・バイブル・リーダーズと呼ばれるものがありました。覚えていますか？ 多くの人がそれをしていました。今でも多くの人がしています。そして目標は、1年で聖書全体を読むことでした。
ご存じのように、毎日読めば、1年で聖書を読み終えることになります。そう聞くと、紙の上ではよさそうに思えます。紙の上では多くのことがよく聞こえるものです。しかし、実際の生活では、それを実行するのは簡単ではありません。ご存じのように、毎日聖書を読み、1年で聖書全体を読むのはよい考えです。しかし、現実的ではありません。
例えば、ある日を逃したとしますよね？ そうしたら、次の日に倍読まなければなりませんでした。旅行に出かけて聖書を忘れ、3日後に戻ってきたなら、読まなければならない日数が4日分ありました。そして、出エジプト記や創世記などの途中にいたなら、追いつくために40章も読まなければなりませんでした。ですから、それはかなり落胆させられることでした。
多くの人はやめてしまいます。あるいは、どこまで読んだか忘れてしまった場合です。そういうことはありませんか。毎日の聖書朗読で、どこまで読んだか忘れてしまい、「あれ、これは昨日読んだと思ったけど。昨日これを読んだのか、読まなかったのか」と言うのです。
ご存じのとおりです。そして混乱して、やめてしまいます。あるいは、私がそれについて気に入らなかったもう一つの点は、聖書のクラスで先生が「では、毎日聖書を読んでいる人は皆、手を挙げてください」と言ったとき、手を挙げるためには完璧でなければならなかったことです。クラスに30人いたとすれば、5人が手を挙げ、残りの25人は自分の靴を見つめました。まったく、罪悪感を生じさせるような練習です。
そして、もしあなたが6日間読んだなら――信じられないかもしれませんが、聖書を見ながら、何とか7日目も含めようとしている人々を見かけました。あるいは、朝に読んで、午後にも読んで、1日に2日分を入れようとしていました。まったく、すごいことでした。すごいことでした。定期的な聖書朗読です。
同じ目標、異なるアプローチ。通常の聖書朗読における目標は、毎日聖書を読む習慣を身につけることです。それが最終的な目標です。アプローチは段階的です。そして、混乱や落胆も少なくなります。
定期的な聖書朗読には、時間の制限はありません。目標は聖書を通読し終えることですよね？ でも、つまり、それに6か月、1年、3年かかったとしても、それが何だというのでしょうか。読み終えたら、どうせまた最初から読み始めるのですから。
何をそんなに急いでいるのですか。ですから、通常の聖書朗読には制限がありません。読み終えたら、それで終わりです。この方法は、私たちの会衆に参加したい人たちのために、次のように進めます。まず、聖書を一冊選び、ノートと、そのノートと一緒に置いておける鉛筆を用意してください。
さて、私はこのような小さなノートをお勧めします。これが私の使っているものです。小さなリングノートで、間違えたときなどにはページを破り取ることができて、とても便利です。そして、この小さなリングのところには、鉛筆やペンを差し込んでおくことができます。そうすれば、落ちません。私はそのようにしています。これが私のものです。
さて、これはいっぱいです。今取り組んでいる別のものがあります。これの小さいものを一つ手に入れて、娘さんにあげれば、Targetで買い物をして、ほかのものを探す口実になります。よろしいですか。小さな本を手に入れたら、聖書を読み始め、どの版でも選んでください。
ご存じのとおり、私の家には10種類の聖書があります。私はその中から一つを選ぶだけです。最初はNew American Standardから始めました。どれでも構いません。King ヤコブの手紙、New American Standard、NIVなど、何でもいいのです。
1つだけ選んでください。そして、創世記からでもマタイからでも、どちらから読み始めても構いません。マタイから始めて、新約聖書を読み終えたら創世記に戻ってもよいですし、最初から始めて最後まで通して読んでも、あなたの好きなようにしてください。よいですか。そして毎回、毎回できる限り、できれば毎日ですが、できるときにはいつでも、できるだけ多く読んでください。
1章、半章、3章など、場合によります。さて、ここがコツです。読んでいる間、ここに便利な小さなノートがあります。もし、知らなかったことを何か学んだら、分かりますか、そういう感覚を経験したことはありませんか。聖書を読んでいて、「そんなことに気づいたことはなかった」と思うのです。では、それはどうでしょう。「その箇所を10回読んだのに、今まで一度もそこに気づかなかった」と。
ほら、何かを学んだら、小さな金の粒のような知識を得たことになります。それで、小さな鉛筆を取り出して、創世記第2章4節と書き、今学んだ小さなことを書き留めるのです。そして、それを書き留めてください。とにかく、それが出版されるわけではありません。誰も読むわけではありません。
自分のために、ただ書き留めておきなさい。何週間もたつと、どれほど多くのことを得ることになるか、あなたは驚くでしょう。人々が私に、「説教のためのあれほど多くのアイデアを、どこから得ているのですか」と言うと思いますか。どう思いますか。毎日聖書を読むことからです。
私がそれを得るのは、そこからです。私はそれらを本から得ているのではありません。つまり、誰か他の人の50の説教を持っていて、それをあなたがたに説教しているわけではありません。私が得る説教はすべて、あなたがたから来るものです。あなたがたにある必要と、毎日聖書を読むときに私が得る考えから来るのです。
それは私の子どもたちであり、私の妻です。彼らは私がそれをするのを見ています。そして、私はそれを職場ではしません。家でするのです。それが私個人の聖書朗読です。
数に入らない。職場にいるときは別だ。それは仕事だから。ですから、読んでいる間に、ある考えが浮かびます。あるいは、読んでいる間に、「これは私のこちらの罪について語りかけている。これを書き留める必要がある」と思うかもしれません。
あるいは、突然読んでいると、神の御霊に捕らえられ、その瞬間に祈りたくなることがあります。もう別の節を読みたくなくなり、喜びや悲しみに満たされて、ただ神への祈りが口からあふれ出なければならなくなるのです。聖書を置き、本を置いて、祈りのうちに神のもとへ行きなさい。お分かりでしょうか。ジャーナリング、つまり聖書ジャーナリングと呼ばれるものは、神の御言葉に集中し続けるためのすばらしい方法です。そして、これを何年も続けてきた者として、今あなたに言いますが、神の御言葉に費やす時間が、あなたにとってポイント0になるでしょう。
私が言っていることが分かりますか？ ポイント0によって。0。0は、すべてが一つになる現実の時です。今回は、あなたと神だけで、あなたにとってのポイント0になります。
あなたと神が共に御言葉を読んでいるとき、最も健全で、最も安心できると感じるようになるでしょう。さて、それは1日目には起こりません。2年目、3年目に起こるかもしれません。時間がかかります。しかし、はっきり言います。このジャーナリングの方法は、あなたがそこに到達する助けとなります。
さて、創世記を数章読んで、思いついたことなどをいくつかメモしたとしましょう。すると電話が鳴ります。「ねえ、あなた、時間よ。ほら、ジョーが来てるわ。トラックで行かなきゃ。」「わかった、今そっちへ行くよ。」私はどこにいるでしょうか。
第3章9節。下には創世記第3章9節とだけ書いてください。なぜなら、今日はそこまでで終わるからです。本を閉じ、聖書を片づけ、日常生活に戻りなさい。そして明日は、しなければならない仕事があるので、タルサへ行かなければなりません。翌日は、別の仕事があるので、アードモアへ行かなければなりません。
聖書を読む時間がありません。家に帰り、シャワーを浴び、座ると、ただ「ああ、毎日の聖書朗読をしなければ」と思います。本を手に取って、「さて、前回はどこまでだったかな？」と言います。小さなノートを開いて、思い出します。「ああ、そうだった。」
創世記3章9節。聖書を手に取り、創世記3章9節を開いて、先へ進みます。今年中、あるいは来年までに終えなければならないわけではないので、毎日、毎週、できることを行うだけです。そしてそれは、食事や睡眠、毎日の聖書研究のように、習慣のように身につきます。毎日読むことができなくても、罪悪感を抱かないでください。
最善を尽くしてください。神が助けてくださいます。終わったら、そうですね、「よし、New American Standardを読み終えた。今度は何をすればいいのだろう」と思うでしょう。それでは、新国際訳を手に入れて、また読み始めてください。
私の目標は、死ぬまでにあらゆる聖書の版を読むことです。ですから、心配していません。読むものがたくさんあります。そうでしょう？ そして、それは驚くべきことです。
私は聖書を何回通読したか分かりません。何度も最初から最後まで読みました。しかし、聖書を読むたびに、ノートを次々といっぱいにしていることをご存じですか。創世記を読むたびに、というのも、私は創世記を教えたこともあり、創世記を読んだ回数は数え切れません。読むたびに、以前は気づかなかった考えや思い、洞察でノートを一冊いっぱいにします。
それが、毎日、あるいは定期的に聖書を読むことの素晴らしさです。とても大きな報いがあります。さて、私たちに関することとして、私たちを励まし、ある意味で刺激し続けるために、ここチョクトーで定期的に聖書を読む人になるには、少なくとも週に3回読まなければなりません。7回ではなく、3回です。ただし、授業中に読むことは回数に入りません。
いいですか？ 授業中は数えません。礼拝中に聖書をちらつかせても、それは数えません。家にいて、このような小さな経験をしたなら、それは数えます。さて、教会に来るとき、これについていけるとよいのですが、教会に来て出席カードに記入するとき、誰にも手を挙げてもらうつもりはありません。
そのようなことは何もありません。出席カードに記入するときは、出席カードのどこかにRBR、regular Bible reader、またはBible readerと書いて、丸を付けてください。どれでも構いません。そして、教会の中でregular Bible readerが何人いるかを記録していきます。
ここにいる全員のうち、何人が自分の聖書に集中していますか。さて、ここで私は多くのことを話しました。私たちが何について話しているか覚えていますか。キリストと聖書を中心とし続けることについて話しています。そして、そのための方法を皆さんに示しています。
そして、その励ましがこのプログラムです。週に3回、日曜日の朝または日曜日の夜に、出席カードに記入します。それからマレーネがそれらを数え、集計します。皆さんにはそれらを見ることはできません。マレーネ、あなたは座っているところからそれらを読めると思いますか。わかりました。
だいたい半分くらいのところから、何となく読めます。後ろからそれが見えるかどうか、ジム、分かりません。いいえ。分かりました。さて、そこにあるものは、これから物事を数える新しい方法です。
それについてはすぐに説明します。しかし、そこには「聖書を定期的に読む人々」とも書かれています。そして、そこに「聖書を定期的に読む人々」を掲示します。何人いるでしょうか。ですから、3回行ったら、それをカートに入れるのを忘れないでください。
よろしい。さて、これは私たちがキリストと聖書を中心とするよう励ます方法となります。2番。もう進まなければなりません、遅れています。2番は、新約聖書の教会と組織です。
私たちは何をするのでしょうか。どのように、つまり、その戦略を実行に移すのでしょうか。新約聖書における組織と機能について、先週、私たちには2つの問題があると述べました。それで、私たちはその2つの問題に取り組みます。その2つの問題とは、1つ目が出席です。
ここチョクトーでは、愛について問題はありません。この教会にはたくさんの愛があります。しかし、時には出席者がそれほど多くありません。出席状況はかなりよくありません。436人の会員、またはここに来る可能性のある人々のうち、平均は約289人、290人だとお話ししました。
それは少なすぎます。つまり、病気や旅行や仕事のために、毎週いつも何人かが欠席しています。それはそのとおりです。しかし、436人中289人というのは、あまりにも少なすぎます。実際には350人くらいになるはずです。
私たちはそのような状態にあるべきです。そして、もう一つの問題は、奉仕に関して十分な主体性が見られなかったことだと申し上げました。私たちがどのように奉仕できるか、あるいは人々をどのように助けられるかについて、すばらしい考えを持って長老たちのところへ来て、「こうしましょう」と言う人が十分にいませんでした。私たちの運営の仕方では、いつも長老たちか私自身が、「どなたか奉仕していただけませんか。これかあれをしてくださるボランティアはいませんか」と言っているのです。
それで問題ありません。私たちはたいてい、ボランティアを得ます。しかし、私たちはボランティア精神を超えて進みたいのです。私たちが求めているのは、自発性です。人々が私たちのところに来て、「このようなことをするには、すばらしいアイデアがあります」とか、「誰々に仕えるために、新しいミニストリーをどのように始められるか考えがあります」と言ってほしいのです。そうです、それこそが私たちの求めているものです。
それらが二つの問題です。これらを改善したり、促進したりするために、私たちが取り組もうとしていることをいくつか挙げます。まず第一に、出席について、より正確で現実的な情報を提供します。読めるなら、読んでみてください。読めなくても、私が読んであげます。
ここでは前面に新しいカテゴリーを設けました。これを活用して、皆さんがさらに見やすくなるように改善していきたいと思います。新しいカテゴリーは上から順に、出席する可能性のある人々です。出席する可能性のある人は436人です。このことを私たちに知っておいてほしいと思います。この教会には、いつもここにいるわけではなく、私たちが仕える必要のある魂が436人います。
次のもの、次のカテゴリーは聖書クラスです。何人の人が聖書クラスに来ますか。注目してください。聖書の学びに来る人は半分未満です。それから、日曜日の出席者総数です。それが三つ目です。
日曜日の合計です。日曜日の合計とは、日曜日の朝に来る人と日曜日の夜に来る人を合わせた数ではありません。誰が二回来るかを知りたいのではありません。日曜日に主を礼拝し、聖餐にあずかるために来る人が誰なのかを知りたいのです。そうする人は何人いますか。
それでは、日曜日の朝の出席者数を数え、日曜日の夜に聖餐を受けるために来た人々も数えます。つまり、日曜日の朝にはここにいなかったものの、日曜日の夜に来た人々です。そして、その2つを合計し、それを日曜日の総出席者数とします。これによって、436人のうち何人がこの主の日に主を礼拝し、聖餐を受け、聖徒たちに献げ、その他のことを行うために来たのかが分かります。次の項目は出席率です。
私たちの全体の人数のうち、実際に教会に来ている人の割合を、これからも繰り返し確認していきたいと思います。現在、私たちの割合は66です。出席率は66％です。私たちはそれを見て、成長を確認し、見守り、観察していきたいと思います。そして、定期的に聖書を読む人たちがいます。
その数字が何になるのかは、すでに説明しました。そして水曜日の夜です。それは単に水曜日の夜の私たちの出席者数です。これによって出席者数が増えることはありません。この掲示板によって出席者数が増えることはありません。
しかし、それはこの分野で私たちがどれほどよく取り組んでいるか、そしてどれほど取り組む必要があるかを教えてくれます。それは常にその考えを私たちの前に置いてくれるでしょう。もう一つ、私たちが行おうとしているのは、1997年にこの建物を改修し、拡張するための本格的な取り組みを始めることです。私たちは2年間そのことについて話してきましたが、今年は本当にそれに取り組むつもりです。80％理論を知っていますね。
80％理論とは、教会は講堂が80％満員になるまでしか成長しないというものです。言い換えれば、講堂に350人収容できるなら、教会は350人の80％まで成長して、それ以上は成長しなくなるということです。しかし、知っていますか。私たちにも、この2年間でそれが起こりました。この講堂の80％が埋まり、それ以上はまったく成長しなくなったのです。
私たちはバプテスマによって人々を加え続け、人々は会員登録をし続けていますが、総数は決して289人を超えません。その理由は、私たちが手狭な状態にあるからだと考えています。暑いです。そこには駐車場がありません。ですから、1997年には講堂と教室、そして駐車場を拡張するために、本格的に取り組むつもりです。
そして最初の段階は、長老たちと私自身、そして他のチームが、この436人一人ひとりを順番に訪問することです。そして、その方々と座って、計画と、それにどれだけ費用がかかるのかをお示しします。皆さんのすべての質問にお答えします。そして、顔を合わせて、この建物の拡張、つまり物理的な拡張のために、どれだけ献げることができるかをお尋ねします。そして436人全員を訪問し終えたら、長老たちが座って、皆さんが献げられると言った金額を合計し、私たちが使える資金がどれだけあるのか、そしてどれだけ借りる必要があるのかを確認します。
それがステップ1です。そしてステップ2は、計画を立てることです。ステップ3は、着工して、この建物を拡張する作業を進めることです。この大きなプロジェクトが、この問題の解決に役立つと信じています。また、このプロジェクト、つまりこの拡張によって、私たちの奉仕に関する問題も解決すると信じています。
大工や電気工事士、物を運んだり塗装したりする人たちの助けが必要になるからです。ですから、この建物拡張計画に取りかかるとき、多くの人に献げ、仕える機会があると思います。そのため、私たちは2つの問題を解決できると思います。少なくとも1年半から2年かけて完成させるこの計画によって、出席と奉仕の問題が解決されます。そして最後に、一致です。
私たちは、どのように一致に向かって取り組めばよいのでしょうか。私たちは非常に一致した会衆です。分裂も争いもありません。私たちは、すべての人がこの精神を保つことを望んでいます。私たちがしたいのは、すべての人を私たちの交わりに確実に加えることです。
さて、結束した教会には、各メンバーが所属していること、そして誰も自分が取り残されている、あるいは重要ではないと感じないことが必要です。ですから、この一致を保つために私たちが行うことの一つ目は、Care Group Ministryを引き続き働かせ、改善していくことです。それによって、各グループが一人ひとりを助け、互いを知り、互いに仕えることができるようにします。二つ目は、交わりの機会を提供することです。ご存じですか、来週、皆さんの週報に掲載します。皆さんは来週、週報を受け取ることになりますが、その週報の中には、初めて、1997年のカレンダーが入っています。そこには各月と、1997年に計画されている一つ一つの活動が、すでにすべて記載されています。ファミリー・デーがいつになるのか、VBSがいつになるのか、持ち寄り食事会がいつになるのか、リトリートがいつになるのかが記されています。
すべてがそのカレンダーに載っています。もちろん、それで参加が保証されるわけではありませんが、私たちが何を計画しているのか、そしてどのように関わることができるのかを知る助けになります。そして最後に、教会が何をしているのかについて、会衆により良い情報を提供します。教会とコミュニケーションを取るための、より良い方法です。私たちが行った小さな取り組みがいくつかあります。
申し上げたとおり、私たちは完全な予定表を用意しました。コンピューターをお持ちの方のために、現在は電子メールも利用できます。教会事務所には電子メールがありますので、時間外や電話回線が話し中の場合でも、私たちに連絡するためのメッセージを残すことができます。私たちの電子メールアドレスは、週報に掲載しますが、Choctaw Saints at Juno dot comです。また、ウェブページにも取り組んでおり、低周波テレビ放送にも取り組んでいます。それによって、夜に集会のない日に、テレビのクラス、つまり聖書クラスを皆さんのご家庭に放送できるようになるかもしれません。
ですから、私たちには多くの計画があります。また、私たちの奉仕、執事、責任、そして私たちが提供する特別な礼拝について、より多くの情報を提供する新しい週報の表紙もデザインしました。そしてもちろん、皆さんがすでにご存じの新しい奉仕者、ヴィンス・ミラーもいます。しかし、彼は1997年に新たな責任を引き受けました。彼は週報の内側を編集します。
そして、それはその週報を用いて取り組む2つのことになります。さて、これらは、キリストと聖書を中心とし続け、新約聖書を模範とし、御霊にあって一致し続けるために、私たちが始めたことの一部です。そして、一人ひとりが「はい、私は関わります。はい、そこへ行きます」と言わなければ、すべての活動は機能しません。
はい、私は教会に行きます。はい、私は毎日聖書を読む者になります。さて、奉仕者たちは一人で働くのではありません。彼らは計画し、組織し、提案し、励まし、戒め、教えますが、これが成功するためには、会衆が応答する必要があります。さて、聖書ノートを手に入れ、TargetやWalmartなど、どこへ行ってもよいのでノートを購入し、その習慣を始め、出席カードにそれを書き込むなら、あなたは私たちのビジョンを実現することになるでしょう。
そうですね、そうすれば実現します。日曜日と水曜日の教会出席を、自分の最優先事項の一つにすると決意するなら、実現します。ある人が私にこう言いました。「でも、私は二か月半に一度くらいしか教会に来ません。ほら、家族の問題など、あれこれありますから」。ええ、分かっています。
そして私はその人にこう言いました。「そうですね、日曜日の朝、日曜日の夜、水曜日の夜、リトリートなど、1週間から次の週まで、すべてに参加しなければならないわけではありません。そこまで遠く離れてしまうのには、長い時間がかかったのです。もしかすると、再びその習慣に戻るにも少し時間がかかるかもしれません。少なくとも日曜日の朝には教会にいる、という目標を自分のために立ててみてはどうでしょうか。そして、もしかすると日曜日の夜も加えられるように、時間を考えて予定を組んでください。」
そして、ゆっくりと、もしかすると水曜日も加えてください。ほら、少しずつ、一口ずつ取り組むのです。そこから小さな一口を取るのです。しかし、それをあなたの目標としてください。私たちが、あなたの働き、または献金を通して、建物の改修に個人的に関わる準備ができていなければ、それは起こりません。
さて、まだお話ししたいことはありますが、時間がなくなってしまいました。ですから、ここでは招きの言葉をもって締めくくりたいと思います。何よりも、何よりも、私たちが主な目標に焦点を合わせ続けてほしいと思います。それは、個人的な救いです。個人的な救いが自分にとって重要だと考えるなら、これらの他の事柄もすべて整っていくと思います。キリストが来られるときに救われ、備えができていることが自分にとって重要であるなら、出席や献金など、すべてが整っていくのです。
それで今朝、この短い励ましの言葉、この短い講義を終えるにあたって、もしあなたがまだキリストを告白しておらず、罪を悔い改めておらず、また自分の魂を救うためにバプテスマを受けていないなら、今それを行うのに良い時ではないでしょうか。それを先延ばしにしないでください。そして、スローガンを掲げるべきでしょう。「97年に天国へ行けるよう備えよう」と。これは聖書的な表現ではありませんが、その考えは聖書的です。「97年に天国へ行けるよう備えよう」と。
もし今、天国へ行く準備ができていないなら、必要なことが何であれ、回復されるため、またはバプテスマを受けるために、今前に出て来るようお勧めします。私たちは立って歌います。
